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１. 当四半期決算に関する定性的情報 
(１) 連結経営成績に関する定性的情報  

当第３四半期（平成 28年４月１日～平成 28 年 12 月 31 日）の経営成績につきましては、以
下のとおりとなりました。 
経常収益は、有価証券利息配当金や貸出金利息の減少等により、前年同期比 18 億 39 百万円

減収の 355 億 63 百万円となりました。また経常費用は、営業経費の増加等により、前年同期比
２億円増加の 291 億 74 百万円となりました。 
この結果、経常利益は前年同期比 20 億 39 百万円減益の 63億 89 百万円となり、親会社株主

に帰属する四半期純利益についても、前年同期比 11 億 40 百万円減益の 43億 82 百万円となり
ました。 
 

(２) 連結財政状態に関する定性的情報  
当第３四半期における財政状態につきまして、総資産は前連結会計年度末比 1,642 億円増加

し２兆 8,892 億円、純資産は前連結会計年度末比６億円減少し 1,184 億円となりました。 
譲渡性預金を含めた総預金は、個人預金及び法人預金の増加等により、前連結会計年度末比

945 億円増加し２兆 5,051 億円となりました。 
貸出金は、個人ローンおよび一般法人向け貸出の増加等により、前連結会計年度末比 215 億

円増加し 1兆 6,718 億円となりました。 
有価証券は、前連結会計年度末比 203 億円増加し 8,918 億円となりました。 
 

(３) 連結業績予想に関する定性的情報  
平成 28年 11 月 11 日に公表いたしました業績予想に変更はありません。 
 

２. サマリー情報（注記事項）に関する事項  
(１) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 
 

(２) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 
該当事項はありません。 
 

(３) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 
 
（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 

有形固定資産（リース資産を除く）の減価償却方法は、定率法（ただし、平成 10 年４月 1日
以後に取得した建物（建物附属設備を除く。）については定額法）を採用しておりましたが、第
１四半期連結会計期間より定額法へ変更しております。 

当行は、当連結会計年度よりスタートした第 15次中期経営計画「あおぎん Ｌｅａｄｉｎｇ 
プラン」において、現場営業力の強化を目的とした営業店舗の統廃合やリニューアル、事務機器
及びＡＴＭの更改等の投資を予定しております。この中期経営計画において店舗の統廃合及び事
務機器等への投資が一巡し、その後は、多数の店舗の統廃合や大規模な投資を当面の間予定して
いないなど、当行を取り巻く事業環境に変化がみられます。また、有形固定資産の安定的・効率
的な運用により収益を獲得し、減価が発生するという費消パターンを想定していることから減価
償却方法を再検討した結果、当行の営業店舗及び事務機器等は安定的に継続使用され、その使用
価値は存続期間を通じて概ね一定であるため、使用実態に合わせて減価償却方法を定額法へ変更
することが経営の実態をより適切に反映するものと判断いたしました。 

この変更により従来の方法によった場合と比べて、当第３四半期連結累計期間の経常利益及び
税金等調整前四半期純利益はそれぞれ 96 百万円増加しております。 
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（会計上の見積りの変更） 
従来、建物の耐用年数については主として 3～60年として減価償却を行っておりましたが、第

１四半期連結会計期間において減価償却方法の変更にあわせて使用実態を調査しました。その結
果、第 15次中期経営計画において店舗の統廃合及び事務機器等への投資が一巡し、その後は、
多数の店舗の統廃合や大規模な投資を当面の間予定していないなど、当行を取り巻く事業環境に
変化がみられます。また、有形固定資産の安定的・効率的な運用により収益を獲得し、減価が発
生するという費消パターンを想定していることから、耐用年数を実態に合わせることにより費用
配分計算をより適正に行うため、耐用年数を 3～50 年に見直し将来にわたり変更しております。
また、その他の有形固定資産の耐用年数につきましても、主として 3～20年として減価償却を行
っておりましたが、使用実態を調査した結果、同様に耐用年数を 3～32 年に見直ししております。
また、残存価額について備忘価額まで償却する方法に変更しております。 

この変更により従来の方法によった場合と比べて、当第３四半期連結累計期間の経常利益及び
税金等調整前四半期純利益はそれぞれ 555 百万円減少しております。 

 
（追加情報） 

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第 26 号 平成 28年 
３月 28日）を第１四半期連結会計期間から適用しております。 
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(３) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 
(４) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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４．補足情報 

 

 当行の平成29年３月期第３四半期決算の概要は以下のとおりであります。 

 

 (１) 損益の状況（単体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成29年3月期 平成28年3月期

第３四半期 第３四半期 平成29年3月期
(9ヵ月累計) (9ヵ月累計) 通期予想値

(A) (B)

経常収益 28,676 30,273 △ 1,597 36,300 

業務粗利益 21,755 22,914 △ 1,159 

21,928 23,312 △ 1,384 

資金利益 19,598 20,718 △ 1,120 

役務取引等利益 2,302 2,568 △ 266 

その他業務利益 △ 145 △ 373 228 

(うち国債等債券損益) △ 172 △ 398 226 

経  費(除く臨時処理分) 17,803 17,260 543 

人件費 9,142 9,315 △ 173 

物件費 7,517 6,951 566 

税金 1,142 992 150 

実質業務純益 3,952 5,653 △ 1,701 4,600 

コア業務純益 4,125 6,052 △ 1,927 4,600 

一般貸倒引当金繰入額　Ⅰ －         －         －         

業務純益 3,952 5,653 △ 1,701 

臨時損益 2,064 2,206 △ 142 

  うち株式等関係損益 400 1,499 △ 1,099 

  うち不良債権処理額　Ⅱ 45         69         △ 24 

うち貸倒引当金戻入益　Ⅲ 1,701      947        754 

（与信費用　Ⅰ＋Ⅱ－Ⅲ） △ 1,655 △ 878 △ 777 

経常利益 6,017 7,860 △ 1,843 6,400 

特別損益 △ 416 △ 609 193 

うち減損損失 290 525        △ 235 

5,601 7,251 △ 1,650 

法人税等 1,292 2,221 △ 929 

四半期純利益 4,308 5,029 △ 721 4,500 

税引前四半期純利益

(単位：百万円)

前年
同四半期比
(A)-(B)

(除く国債等債券損益)(コア業務粗利益)

◎実質業務純益は、資金利益の減少に加え、物件費の増加等により、前年同期比△１７億１百万円減益の３９億

５２百万円（通期予想比８５．９％）となりました。 
◎経常利益は、貸倒引当金戻入益の増加により与信費用が減少したものの、実質業務純益の減益や株式等関係損

益の減少により、前年同期比△１８億４３百万円減益の６０億１７百万円（通期予想比９４．０％）、四半期

純利益は、前年同期比△７億２１百万円減益の４３億８百万円（同９５．７％）となりました。 
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(２) 金融再生法開示債権（単体） 

 

 

 

    （単位：億円）

 平成28年12月末 
  

平成28年９月末 
平成28年９月末比  

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 43 △3  46 

危 険 債 権 169 △6  175 

要 管 理 債 権 50 0  50 

小    計 （Ａ） 263 △7  270 

正 常 債 権 16,860 277  16,583 

合    計 （Ｂ） 17,123 270  16,853 

 

開 示 債 権 比 率（Ａ）／（Ｂ） 1.53% △0.07%   1.60% 

（注）１．記載金額は単位未満を四捨五入して表示しております。 

２．上記計数は、部分直接償却相当額を直接減額した後の残高を記載しております。 

 

 

(３) 時価のある有価証券の評価差額（単体） 

 

 

 

     （単位：億円） （参考）              （単位：億円） 

 平成28年12月末  平成28年９月末 

時価 評価差額 
   

時価 評価差額 
  

うち益 うち損  うち益 うち損 

その他有価証券 8,769 261 299 38  8,611 276 317 40 

 株 式 276 64 65 1  264 27 36 8 

 債 券 6,618 184 189 4  6,639 232 232 0 

 そ の 他 1,875 13 45 32  1,707 16 48 32 

（注）満期保有目的の債券に係る含み損益は以下のとおりであります。また、子会社・関連会社株式で時価のあるものは 

該当ありません。 

     （単位：億円） （参考）              （単位：億円） 

 平成28年12月末  平成28年９月末 

帳簿価額 含み損益 
   

帳簿価額 含み損益 
  

うち益 うち損  うち益 うち損 

満期保有目的の債券 126 1 1 0  129 2 2 0 

 

 

(４) 自己資本比率（国内基準） 

平成28年12月末の自己資本比率（国内基準）については現在算出中であり、確定次第、別途開示する予定で 

あります。 

 

 

 

 

◎金融再生法ベースの開示債権額は、２８年９月末比△７億円減少して２６３億円となりました。 

◎その他有価証券の評価差額は、２８年９月末比△１５億円減少して２６１億円の評価益となりました。 
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(５) 預金、貸出金等の残高（単体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 預金・貸出金の残高 

    （単位：億円）  （参考） （単位：億円） 

 平成28年12月末 
  

平成28年９月末 平成27年12月末 
前年同月末比  

預 金 等 （ 末 残 ） 25,137 653  24,305 24,484 

 う ち 個 人 預 金 16,387 170  16,111 16,217 

 う ち 法 人 預 金 5,541 422  5,180 5,119 

貸 出 金 （ 末 残 ） 16,824 558  16,547 16,266 

 一 般 貸 出 7,494 159  7,274 7,335 

 個 人 ロ ー ン 3,658 292  3,604 3,366 

 公 共 貸 出 5,672 108   5,667 5,564 

（注）預金等＝預金＋譲渡性預金 

 

② 預り資産の残高 

    （単位：億円）  （参考） （単位：億円） 

 平成28年12月末 
  

平成28年９月末 平成27年12月末 
前年同月末比  

投 資 信 託 800 △55  782 855 

公 共 債 176 △35  181 211 

個 人 年 金 保 険 等 2,104 245   2,037 1,859 

合      計 3,081 155  3,001 2,926 

  （※）個人年金保険等は販売累計額で計上しております。 

 以  上 

◎預金等残高は、個人預金や法人預金の増加等により、前年同月末比６５３億円（＋２．６％）増加し、２兆

５，１３７億円となりました。また預り資産残高は、個人年金保険等が順調に推移したことにより、前年同

月末比１５５億円（＋５．２％）増加し、３，０８１億円となりました。 
◎貸出金残高は、一般貸出をはじめ個人ローン、公共貸出いずれも増加したことから、前年同月末比５５８億

円（＋３．４％）増加し、１兆６，８２４億円となりました。 
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